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Abstract

This report discusses an ergonomic consideration On design of automobile steering M′ heels

FOr automobile steering wheels、 vhich have 5 kinds of direrence of dilnensions and softness,the

experiment is carried out to study、 vhat degree is the mOst satisfactory dirnensiOns and softness

And they、、アere considered in all their aspect  The results are follo、 v。  (1)The soft automob■ e

steering、 vheel is prefered to the hard  (2)The thick automobile steeing is prefered to the thin

(3)The preference of automobile steering、 vheel dirnensions varies according to attributes of

subject's hands Of various sizes

1.は じめ に

操作具の適正な設計は,マ ンーマシンシステ

ムのオペレータの作業に影響する重要な因子で

あるが,決定的に“良い"ま たは“悪い"操作具

というものは存在しない。操作具は与えられた

仕事に対し正しく選ばれているかどうかによっ

て決まる。ある作業に適当な操作具であっても,

他の仕事に対 しては不適当であるかもしれな

い。最適な操作具を設計するためには,① 操作

具の機能,② 作業に対する要求事項,③ オペ

レータ側への情報要請,④ 作業場所により決

まる要件等を明らかにし,① 制御操作量と表

示量の比,② 動作と方向の関係,③ 制御操作

具の抵抗,④ 不意の誤操作の防止,⑤ 侑J御操

作具のコーデイング等の重要な要素について考

慮しなければならないとしてある
1)。 また,手動

操作具は,① 操作位置の正確さが重要である

場合,② 操作を迅速に位置させることが重要

な場合,③ 中程度以上の大きな力を,連続的に
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または長い間加えていることが必要でない場合

に足動操作具よりも多 く使用されるようであ

る1)。 自動車用ハンドルに関しては,運転操作に

おいて,手 とハンドルとの間に存在する摩擦や ,

操作性が影響を与え,ハ ンドルの表面,材質,形

状,大 きさが大きく影響を与えるといわれる。ま

た,手に対応して,その形状や取付け位置等も

人間工学的に問題となり,① 人体の体力の限

界を越えないもの,② 簡単で容易に操作でき

るもの,③ 自然だと感じられ扱いにくいとか,

困難だと感じられないもの,④ 操作具の操作
ができるだけ短く,正確さと感覚が一致するも

の等が人間に適したハンドノィであると言われて

いる。ハンドルの材質は,現在使用されている

物で約 7種類ある。本革,合成革,強化プラス

チック,塩化ビニール,ウ レタン,合成樹脂,木

(ウ ンド)等である。滑りやすさについては本革,

合成革等が滑りにくく,他のハンドルは汗等で

湿った時等に非常に滑りやすい。材質だけを比

較すると本革,合成革, ウンタン等が適してい

るように思われる。硬さについては,木が一番

硬く,他のハンドルは成形する時の圧縮によっ
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て同じ材質でも硬さが異なる。市販されている

自動車用のハンドルには,一部分に木を用いて,

残 りが革というものもある。自動車用ハンドル

についての,具体的な JIS規格及び法律等は見
当らないが,自動車録安基準法では,① 堅牢で

安全な運行を確保できるものであること。②

運転者が定位置において容易にかつ確実に操作

できるものであること。③ 運転時に車枠,フ ェ

ンダ等自動車の他の部分に接触しないもの。④
ハンドルの回転角度と車輪の角度との関係は左

右について著しい相異がないこと。⑤ ハンド

ルの操蛇力は左右について著しい相異がないこ

と。等が言われており,寸法ならびに強度的な
ことは詳しくは述べられておらず,確実にかつ

安全に操作できるものであることが重要である

ようである。

本研究は操作具の最適な設計について考究す

るものであり,本報告は, 自動車用ハンドルの

設計に関する人間工学的一考察と題して,人間
工学的な視点から,官能検査的な嗜好調査を行
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図 2 ハンドルの主要寸法,硬 さ,材質

い,「握りやすい,操作しやすいハンドル」につ
いて考察 。検討を加え,最適な設計を試みたも
のである。

2.実 験 方 法

(1)実験装置

実験装置と実験姿勢は図 1に示す通りで,装
置の回転軸に 5車のハンドルが取り付けられる

図 1 実験装置と実験姿勢
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ようになっており,一対比較法の 2つのハンド

ルが組合せ通リスムーズにイ皮験者に供給できる

ようになっている。ハンドルの高さは被験者が

操作しやすいように,被験者に合わせて,10
mm間隔で調整できるようになっている。椅子
は,実際に市販されている自動車用のものを使

用し,椅子の高さも実際に自動車に取り付 lすら

れている高さになるように調整してあり,前後
の移動も調整できるようになっている。

(2)ハンドル

最近の自動車は,多様化されたニーズに応え

られるように同種の自動車でもグレードによっ

ては,ハ ンドルの形状等も異なる場合が多い。そ

こで実験に使用するハンドルとしては, 日本の

主な自動車メーカー5社を選び,その各社の俗

にファミリーカーと称されている一般的な車種

で,各社平均的なグレードになるよう統一した

5車のハンドルを選択した。但し,年式は実験に

支障がない程度に多少異なっている。実験に使

用するハンドルの主要寸法,硬さ,材質は図 2の

通りである。ハンドルの硬さはロックウェル硬

さ試験機を用いて,ハ ンドルの表面に 100 kgf

の荷重をかけて測定した。

(3)実験方法

5種類の実験用ハンドルを用い,一対比較法
の応用により触覚により嗜好調査の実験を行っ

写真 2 B車ハンドル

た。 この場合の組合せは (3)=10通 りとな
る

が,実験順序の効果の影響も考慮しなければな

らないので,10× 2=20通 りの組合せをランダ

ムに実験を行った。実験では,① 被験者が日か

くしをし,② 実験用ハンドルAを握り3秒の

インター′ミル後に,③ 実験用はハンドルBを

写真 3 C車ハンドル

キ
　

一
中
　

　

　

　

　

≡

写真 4 D車ハンドル
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写真 5 E車ハンドル

握 り,④ どちらが握 りやすいかを 3段階法で

評価した。同時に,被験者の手の大きさについ
て,手の長さと,手の幅の 2つの長さを測定し
た。なお,被験者は本学機械工学科男子大学生
3年 108名 である。

3. 実験結果及び考察

(1)評定値

表 1は,5車のハンドルの被験者 108人の嗜
好度を示したものである。人数/最大値は各ハン

ドルを最も好んでいる人数であるが,評定値が

同じ場合にはいずれも最も好んでいるハンドル

であるとしたため合計が 125人 となっている。

結果から,どちらもD車,E車のハンドルが好
まれており,握 り易いハンドルだと思われる。ま

た,B車のハンドルがあまり好まれていないよ
うである。B車のハンドルは図 2よ り外径が
370 mmと 5車のハンドルの中では小さく,太
さを示すハ ン ドルの幅 どの値が最 も狭 い

22.5mmで ,互 ιの値からも最も細いものであ
り,細いノ`ンドルはあまり好まれないようであ
る。また,ハ ンドルの裏の凹凸間隔を示すアの

表 1 ハンドル別平均評定値と人数/最大値
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計

40 00

値が最も長い 29.Ommと なっていて,手の指の

間隔とうまく合致していないことからあまり握

りやすくなく,操作しにくいと回答していると
推察される。逆に,群をぬいて最も好まれてい
るD車のハンドルは,外径はB車のハンドルと
同じ37.Ommで あるが,幅が 27.Ommで ,B車
のハンドルより4.5mmも 大きくなっていて,
凹凸の間隔は24 mmで ,逆に5mm短 くなっ
ている。E車のハンドルは外径は B車のハンド
ルより大きい 380 mmであるが,幅が 27.5mm
で,5車のハンドルの幅では最も広いものであ
り,D車のハンドルともにあっの値からも,ハ
ンドルの太いものが好まれる傾向があると推察

される。また,D車,E車のハンドルとも硬さが

最も柔 らかい 38.5,52.8 HRBを 示 してお り,

握った時に乗らかい感触が好まれると思われ

る。これらが,ハ ンドルの嗜好に大きな影響を

与えていると思われる。表 2,図 3は手長別平均

評定値を示したものであるが,やはりD車,E
車は手の大きさに関係なく,最も好まれており,

B車も最も好まれていないことがよくわかる。
また,A車 とC車のハンドルを比較すると,図
2の主要寸法において,ほ とんど同じであるが,
ハンドルの裏の凹凸の間隔のアの値に違いが

あり,その違いによるのか,手の長さが 170 mm

前後において嗜好度に変化が表われている。手

の長さが短い被験者は,ア の値が短いC車のハ

ンドルを好み,手の長さが長くなる被験者は/
の値が長いA車のハンドルを好むようである。
これは,手の大きさ,指の長さ,太さがハンド
ルの嗜好に大きな影響を与える表われであると

思われる。このような結果より,ハ ンドルを設
計する場合には手の大きさ,嗜好等を対象とな
る運転者がどういう層の人間なのかから考慮す

る設計が必要であり,男性なのか,女性なのか,

何 10代なのか,職業は何なのか等を具体的に考

えた設計をする必要があると推察される。表 3,

図 4は手幅別平均評定値を示したものである

が,表 2,図 3は同様の傾向を示しているが,手

幅が 110～ 115 mmの手の幅の広い,つ まり指
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表 2 手長別平均評定値

o:A車   △ :B車  □ i Ctt  OtD車   0:E車

図 3 手長別平均評定値
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表 3 手幅別平均評定値

○ :A車  △ :B車 □ Ctt  O:D卓   0:E草
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計
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型
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5

の幅も広い被験者の嗜好の程度があまり違わな

くなっており,D車 のハンドルの嗜好度が極端
に下降し,B車 のハンドルの嗜好度が最低なが
らも著しく上昇していることがわかる。このこ

とは,前述してある通 り,指の太い被験者にとっ

105 115

手幅 (mm)

ては,ハ ンドルの裏の凹凸が 24.Ommと 短いD
車のハンドルは好まれず,29.Ommと 長いハン
ドルが好まれているのだと思われる。また,C車
のハンドルが凹凸の間隔アが 23.5mmと 最も
短い値であるのに手幅 110～ 115 mmにおいて

85 95           10o

図 4 手幅別平均評定値
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表 4 ハンドル別手長と手幅の相関

(1)全 体 ″=0.320

(動 A 車

(3)B 車 ″=-0241
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手長
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(41 C 車 ″=-0099

(5)D 車 ″=0251

16)E 車 ″=0381
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嗜好度が高くなっているのは,ハ ンドルの太さ

を示す ら琥つの値が小さい値であり,細いハン

ドルであることがその分何か影響を与えている

と推察される。逆に,手幅 85～ 90 mmに おいて

嗜好度が上がっているのは,やはリアの値が

23.5mmと 最も短い値であることが,指の細い

被験者に好まれていると推測される。

(2)手長と手幅の相関

表 4はハンドル別手長と手幅の相関を示した

ものである。前述した通 り,ハ ンドルの嗜好に

は,手の大きさである手の長さ●旨の長さ),手

の幅 (才旨の幅)が関係していると推察される。本

来,手の長さが長 くなれば手の幅も広 くなるの

はあたりまえのことであるが,5車の′ヽン ドル

別の嗜好の程度によってその度合が異なってい

る。108人全被験者の手の長さと手の幅の相関

係数は 0.320で あるが,A車 のハン ドルを一番

好んでいる被験者は 15人 と少ないが,相関係数

は,0.540と 最も高くなっている。A車のハンド

ルが何故,相関係数が 0.540と 高 くなっている

のかは確かでないが,A車 のハンドルの主要寸
法が 5車のハンドルの中で最も平均的な値であ

ることが影響を与えていると思われる。しかし,

最も好まれているD車のハンドルは,被験者 64

人の相関係数が 0.251と 全体の値 よりも低 く,

二番 目に好まれているE車のハン ドルの相関

係数 0.381よ りも低 くなっており,A車 ,E車に

比較して手の大きさにあまり関係なく好まれて

いると思われる。また,B車,C車のハンドルは

被験者の数が少なく,あ まり確かな傾向とは言

えないが,負の相関を示したり,無相関に近い

値を示したりで,手の大きさとは全く無関係に,

′ヽンドルの硬さや材質の違いによる手の感触と

かで好まれていると推察される。

4.ま  と め

操作具の最適な設計において, 自動車用ハン

ドルの設計に関する人間工学的一考察につい

て,5車のハンドルの官能検査的嗜好調査し,考

慮し,検討した結果,以下の結論が得られた。

(1)硬いハンドルより柔 らかいハンドルが

好まれる。

(2)細いハンドルより太いハン ドルが好ま

れる。

(3)材質の手の感触も大切である。

(4)手の大きさ (手の長さ。手の幅・す旨の長
さ。太さ)により好まれるハンドルは異

なる。

末筆ながら,本報告に際し,御協力いただい

た飯塚 博,大江佳史,斉藤 豊の各氏 (本学
平成 2年度卒業生)に心から感謝致します。
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